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村道除排雪事業などを補正

12月定例会

　第２８回平成２２年１２月定例会は、１０日から１７日までの日程で開催され、議員提出議案２件、村長提案の
一般会計補正予算、条例の一部改正、指定管理者の指定、工事請負契約など１８議案、人権擁護委員候補者の推
薦諮問、固定資産評価審査委員会委員・教育委員会委員・監査委員の同意などを可決しました。
　本定例会に提出された請願２件は、それぞれ常任委員会に付託され２件とも採択されました。
　一般質問は１０人の議員が市制移行、農業振興策、滝沢ブランド、滝沢らしい教育などの各分野にわたって質問
しました。

【村長提出議案】

【賛否が分かれた案件】

【12月 議会議員出欠表】

［いずれも原案可決］

篠木多目的研修センターから盛岡を望む

［いずれも原案可決］

○：賛成、×：反対、△：棄権　※角掛邦彦議員は議長であるため採決には加わりません。

（※みなし）：同一会期中において、すでに同一趣旨、同一目的の議案又は請願等議決されている場合の請願について、一事不再議の原則に触れるため議決す
ることなく、既になされた同一趣旨、同一目的の議案又は請願等の議決の結果により「採択」又は「不採択」とみなして処理する取扱いのことです。	

議案等番号 議　　案　　名　　等

議案第 1 号 ２２年度滝沢村一般会計補正予算（第４号）
・歳入歳出に１億２，５８８万円を追加し、予算総額を１５７億３，６５５万円とする議案

議案第 2 号 ２２年度滝沢村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）　
・歳入歳出に２８４万円を追加し、予算総額を４４億９，５９３万円とする議案

議案第 3 号 ２２年度滝沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）　
・歳入歳出に５５８万円を追加し、予算総額を２億２，５２０万円とする議案

議案第 4 号 ２２年度滝沢村介護保険特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出から１２６万円を減額し、予算総額を２３億３８４万円とする議案

議案第 5 号 ２２年度滝沢村介護保険介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出から６万円を減額し、予算総額を１，８５５万円とする議案

議案第 6 号 ２２年度雫石町・滝沢村介護認定審査会共同設置特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出から９万円を減額し、予算総額を１，６１３万円とする議案

議案第 7 号 ２２年度滝沢村下水道事業特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出から４８２万円を減額し、予算総額を８億８，７５２万円とする議案

議案第 8 号 ２２年度滝沢村農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出に１００万円を追加し、予算総額を６，４３１万円とする議案　

議案第 9 号
２２年度滝沢村水道事業会計補正予算（第２号）
・収益的収入に、６０６万円を追加し、総額を８億６，８８２万円に、収益的支出から１，３５７万円を減額し、

総額を７億２，６１１万円とし、また、資本的収入に４８万円を追加し、総額を２億９，４１７万円に、資本的
支出から１億６２１万円を減額し、総額を７億６０２万円とする議案

議案第 10 号 滝沢村役場出張所設置条例の一部を改正することについて
・２３年４月１日から、北部出張所を東部出張所に統合するため、所要の改正を行おうとする議案

議案第 11 号
滝沢村牧野管理条例の一部を改正することについて
・通年預託施設（冬季預託施設）の整備に伴い、当該施設の使用料設定と必要な条文を改正するとともに、併せ

て、夏季放牧に係る牧野使用料を改正しようとする議案　

議案第 12 号
滝沢村北部コミュニティセンターに関する指定管理者の指定について
・施設の名称：滝沢村北部コミュニティセンター
・指定管理者となる団体の名称：社会福祉法人やまゆり会
・指定の期間：２３年４月１日から２６年３月３１日

議案第 13 号

滝沢村地区コミュニティセンターに関する指定管理者の指定について
・施設の名称　　　　　　　　　　　　　　・指定管理者となる団体の名称

小岩井地区コミュニティセンター　　　　　小岩井自治会
大釜地区コミュニティセンター　　　　　　大釜南自治会
鵜飼地区コミュニティセンター　　　　　　鵜飼南自治会
柳沢地区コミュニティセンター　　　　　　柳沢自治会
川前地区コミュニティセンター　　　　　　川前自治会
一本木地区コミュニティセンター　　　　　南一本木自治会

・指定の期間：２３年４月１日から２８年３月３１日

議案第 14 号
滝沢村老人福祉センターに関する指定管理者の指定について
・施設の名称：滝沢村老人福祉センター
・指定管理者となる団体の名称：社会福祉法人滝沢村社会福祉協議会
・指定の期間：２３年４月１日から２６年３月３１日

議案第 15 号

盛岡地区広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び盛岡地区広域行政事務組合規約の一部変更の協議に
ついて
・広域行政圏計画策定要綱の廃止に伴い、盛岡地区広域市町村圏計画を２２年度をもって廃止することとした

ので、盛岡地区広域行政事務組合規約において盛岡地区広域行政事務組合の共同処理する事務から盛岡地区
広域市町村圏計画に関する事務を削る等所要の整備を行おうとする議案

議案第 16 号 ２２年度滝沢村一般会計補正予算（第５号）
・歳入歳出に２億５，０１２万円を追加し、予算総額を１５９億８，６６７万円とする議案

議案第 17 号 滝沢村常勤特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正することについて
・これまでの不適切な事務処理に対する責任により、村長の給料を減ずるため条例改正を行おうとする議案

議案第 18 号
（仮称）滝沢村ＩＰＵイノベーションパーク整備その１工事請負契約の締結について
・契約の金額：５，４４９万５千円
・契約の相手方：岩手建工株式会社

請願第 1 号
ＴＰＰへの参加に反対する請願　採択（※みなし）<産業建設常任委員会付託>
・提出者：滝沢村農民組合　組合長　井坂　義信
・趣　旨：例外なしに関税が撤廃されれば、日本農業と地域経済、国民生活に与える影響は極めて甚大で｢環太

平洋戦略的経済連携協定」（ＴＰＰ）に参加しないことを求める。

請願第 2 号

３０人以下学級実現、教員賃金改善、義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の採択要請の請願
採択（※みなし）<教育民生常任委員会付託>
・提出者：岩手県教職員組合岩手県支部　支部長　千葉　茂之
・趣　旨：１，ＯＥＣＤ諸国並みのゆたかな教育環境を整備するため、３０人以下学級とすること。２，教育

職員の人材を確保するための給与改善を行うこと。３，教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義
務教育費国庫負担制度の堅持とともに国負担割合を２分の１に復元すること。

議案等番号 議　　案　　名　　等

発議第 1 号 環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）交渉に関する意見書
・意見書を関係機関に提出しようとする議案（議員発議：Ｐ４のとおり）

発議第 2 号 ３０人以下学級実現、教員賃金改善、義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書
・意見書を関係機関に提出しようとする議案（議員発議：Ｐ４のとおり）

【議員提出議案】

【請　願】
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議案第 11 号 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

発議第 2 号 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ー

議員名

議案等番号

議案等審議結果（議決）一覧

12月10日（金） 本会議 欠席者なし
12月13日（月） 各常任委員会 欠席者なし

12月14日（火） 本会議 欠席者なし
武田俊和 途中入場

12月15日（水） 本会議 欠席者なし
12月17日（金） 本会議 欠席者なし

※■部分が採決で賛否が分かれた案件です。一覧のとおりです。


